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11月度理事会の概要

情  報

◎都内の火災死者、 5年ぶ り増加

日本経済新聞 (平成 24年 11月 21日 ) ・・・ 5

◎ 蓄電池設備からの出火 (さ いたま市消防局予防部事例紹介 )

月刊フェスク (1210)     ・・・  6～ 9

事務局だより

・組合諸行事の予定
。共済市1度について
。注文は今後もFAXで

・・・      10
・・・       10
。・・       10



(3)議案の審議

第 1号議案 忘年ボウリング大会について
。平成 24年 12月 20日 (木 )
ボウリング 午後 6時 00分～ 7時 30分、於 :BIG BOX高 田馬場
懇親会 午後 7時 30分～ 9時 00分、竹取酒物語高田馬場駅前店
・事務局か ら案内 (FAX)す る。

第 2号議案 新年賀詞交歓会について
。平成 25年 1月 17日 、午後 3時 00分 ～
会費は 1万 円とする。
懇親会にはビンゴゲーム、ビオリラ演奏等を計画検討中

(4)そ の他 :

・本 日の研修懇親会・・・プログラムの確認
・三役会・理事会・担当理事役害J・ 及び支部会の在 り方について、

それぞれの項 目について時間を掛けて審議確認する (継続審議 )。

・次回理事会・・・平成 24年 12月 20日 (木 )
於 :文京シビックセンター 5階 B会議室

午後 3時 00分～ 5時 00分



平成 24年 11月 度業務報告

・月 日 (曜)    ・内 容 等           ・来局理事等

10月 18日 (木) 10月 度理事会
理事・正副支部長合同会議

業務決裁      ・・・    藤岡副理事長
クルージング

10月 19日 (金) 消防設備士乙6受験準備講習会 ・・・ 磯部理事、
岡野事務局

10月 24日 (水) 青年部研究開発打合せ (於 :組合事務所)

10月 25日 (木) 業務決裁     ・・・  大塚専務理事

10月 30日 (火) 業務決裁     ・・・  藤岡副理事長

11月  1日 (木) 東京ガーデンパレス賀詞交歓会打合せ
・・・ 広江副理事長、岡野事務局長

11月  2日 (金) 防災組合ニュース (11月 10日 号)発行

11月  5日 鯛 ) 業務決裁     ・・・  大塚専務理事

11月  8日 (木) 業務決裁     ・・・  藤岡副理事長 (会社にて)
防排煙設備検討委員会 (於 :文京シビックセンター)

・・・ 広江副理事長、岡野事務局長

11月  9日 (金) 東京消防庁火災予防業務協力者表彰式
一電機開・荒木進様

大和防災設備欄・坂本典彦様

11月 12日 (月 ) 経理指導     ・・・  小出会計事務所

11月 14日 (水)～ 15日 (木) ゴルフコンペ・研修会・移動理事会
於 :箱根大平台「あじさい荘」
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麟竃灘難薩からの議火

輩鸞鼈 は、事業覇等|こ簸はされる雇総灘太輸投艤やスプリンクラー鰺 の騰鋳濯
譲鑢の非常驚饉澱として鍵麗されるほか汰 鰺光で発鸞した電ヵの爾瞳や濃鐘機器等の
パックアップ鵞寵朦など様々な艤違で使斃されてしヽる。
今纏機、さいたま覇病の事業所|こ機機のノヽックアップ蟻鸞源として設颯 れた欝饉滋鍍
鑢かも議大した蓼制につしヽて纏介響る。

さι壌 議議濃鋳爾予防餞
予防露鋼査饉

織火災畿爾

この火災は、.「裁21年 1サ 1、 1′蜘 分嘘、・ll

業所の地 下1簿電力室に設箇された蓄電池議

機 1基力罐薇したものである。

●発見・饉糠状漉
llt場に灘ll付けた警機 ,1が、自動火災燎無1般

饉の惑kll器が発濃 t″ていた,菫 ドl諮饉か 、を確

毒すると、美は見えないものの、室ltjに燿が充繊

していたため、すく・ほ119番通報をしたも●)である.

警鑢下 1饉電力菫の議

電力すには、蓄:=池般擁が設置され t‐お 1)、

■■4/Eκ 71

無鮮電磁隷装鏡 1基と蓄電池iキ饉 3基で 1式

となり、金3114式が設鷲されている。

また、鷺lllした薔電池設爾は1基であり、極の

書電池設驚に幾機は見分されなかった6真 1)。

議靱 釉 鶴

書電池設蟻の外鶏務は、通気l約 11方力壕け
ているが、地に贅機は認められ/A・いため、本体

Iヽ都を見分した.

書電池ほt議薦は,鉄製ラックにより1段、2
列にイト勢られており、 1倒に1()無鈴小彰llll撥 ,F
式鉛蓄(tiむ〔以下:バ ィテリー 1と 、ヽう:)力■又納

さガし、落電池議艤 i基 :12t期のバッチリーがl14
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1 総下,購罐力蜜の状鷺 警驚鍵畿機の状鷺



写真3 3織自のバ′テリーの状況

織されている。

鍵 1資したバッテリーは,1機であり、
'1方

のダリ

σ)|から3段 11の 2鯛とィ:段 11の 2籍である.

パッサリーが髯文納されている鉄製ラックは、

撻機lしたパッチリことlll轟に、 Lから3段 11と
4段 11のパッサリーと接している鱗 1/1カ警霧貫t´

ており、 3段 11の鉄製ラックについては、表lllil

の構装が幾夫し、本茶色の難が付 |・lしていた.

また、鉄製ラャク;1スパークによる痰路は感め

られなかった.,

このことから、薔電池設艤向のパッナリーか

ら111火したこと浄
`挙
えられるため、製造メー0-

■会しマ)も と、議識を贅鐘した(写真 2ヽ 6).

議饉購状瀦

こ17pバッテリーは、公篠t歯::i12V、 定賂容鏡

得Ahで、外Illd"纏饉プラス鸞子とマイナス機子

琴菫4 4畿意のパッテリーの数斑

があり、外資ケースは難燃性AI鷺購難である.

バッチリーllkl露

'ま

、 6つ tt分かれた1雹籍
"｀

直

'罐
競され、1つの電機で絢?Vであ/・ 1また、

1つの電機のl18総:lt、 糠紋蘭には解漉を難み込

ませたガラス鐵織を棋み、プラス櫂 tut及びマイ

ナス撼械が交曖に灘ダ1されている。

こυ
'パ
ッチリーは、よXXl年 8ブ 1に製造され、

脚01イ1'2111織置されており、約 7年裕峰奎爆し

ている。また、この蓄電池設難の点検業なが

腱 11年 8,I及び】1,Jに点構を実施し

“

:成 した管

llll表によると、鋼 llll温度が嬌入織31て)、 風llil滋

度力̀
最
大約38て である..さ らに、このパッテリー

と霧整め/1ッ テリーは19"年から約ll万糠
`|:荷され、そのうち1簸が高滋攣liaに よる寿命難饉

により、タト装ケースが嬢長し、発燿した事数が

1絆発41している。

製造メーカーの取扱就りI書 ttよ ると、パツテ

7

鉄製ラックの漱 簸製ラックの焼横状況



欝覆議鷺載状濃 (慮部)鋳難轟比較畿療 上部 )

リーは、薦llE滋疫、旗電筆1数な事震澪1条件によっ

て寿命が短縮され、特に灘度
`iよ

る影響は大き

く、製造メーカーが示す交換llllClを過ぎて継夕l'

すると、蒸漏れが発生じ最悪の場合は火災のお

それがあるため、 lllめに交

'無

するよう記繊され

ている軸録羨),

|ソ tッテリーの見分状鷲

驚織した3晨 1抄バツテリー2篠
`等

け3,・

il lヽ )晨び1段 :|のバッテリー2鋼 (符 号1ジ・

1′ )ヽtlついて、わぶ黎轟ムと比鷲した。

1)サ 1口及び・1ハび)パッテリーは、外装ケース

す)1部が姦滲分的に滞繊しているが測旗,からス凛:に

擁ずi購まなく変経やクラ′夕も姓分されない.各爆

1を見ると、い
´
う
だ
れも残rfし てぉり、 ケース :、

絡r7将議範,電 :I・Jに位胸1する蟻 rにつヽヽても場t影を

とイめていた,11,機内は、綺り 1′ tの電極がいく

ら力難織11´ているもグ)。)溶議等ti短分されない ,

l・Iり :夕

“

121バ ンテリーlt、 外贅ケースのな iじ

が溶総して
=3り
、タト装ケー・ス″)部がクラ,ウ

しているのが認められ7・・.

符け3ハ′)な ンテリーは、ツト葉ケース′)民部

が籍燿t tνており、内潟ン)糠 4t4が鱚‖1し 、焼機し

ていた

各パッサ
'一
を繋く・1を織きこ練:よ、絶率ま被漫

が魂まヽしている ,ヽめめ銹隷籠所や溝議はなく、

各々び
'パ

ソテリー燿 rit接続されな状態でまあ

が緩ムや溶麟は1こ分されない僣 翼7～ 9).

濾腐環鍵と交換時難め目安

奪轟9 鶉襲ケースがクラックした携鷺 写葉10 鶴贅轟比較状況罐 槽内のプラス畿螢が膨機した状況)



韓麟彎 3Jtのパッテリー誨部の見分献溌

鷲数が難しぃ符を 3′ のヽパッテリー及びlltl奎

品を・部勢新し、電機構を比較した。

電機内のプラ/罐緻は、お1壕轟iま癬電の鶏に

簿潤濠協るのに対し、符号8ハのパッテリ‐―の

プラス薇級は、鰯続の機に繊攘:が「a・く、lr4″に

惨張していたことから、経年itよ リプラス極棋

が続fヒ、膨張し、外装ケースがクゥックしたこと

により、内部の電解滋め`彙み1ヽ していたことが

挙えらオtた 中ヌ案10卜 ,

議機大朦鐵

‖:火織l10については、経年によリバッテリー

)ヽ都のプラス継枚が酸化、鱗張し、タト褒ケース

がクラックしたこなこより、内部の電llT液が染

み‖ん 、鉄製ラックを介して地絡

“

:路を形成し

た「_‐め、
パッテリーが饉魚査状鱗となり′:i大 し

たものと籍議

`|け

た(下圏

'4電解液力F漏えいした要lleと して、議鐘されて

から約 7年が率1過しており、瑯llll燃嚢及び表漁i

灘襲から交換すべき時1望まを鷺していたこと力̀
あ

Iデら黛じる.

このことから、「 ,発 FIJ縣 1のため,管理綺(I総

して,liイfする警電池赦機のlll点検及びパッチ

リーの交養時螂を孝懸 :´たおお画酌短斯を指導

した,,

醸おわり1覆

:薔電池設鐵の定麟点検・饉告11ついて:ま、機
務lll設織の非常lli電濠として議驚されているも

, のは、溝勁濃で筵めらオtているため査察等で欠

機危険について議導しているところだが、その

権の書1踵池設灘i■ついては、驀lll悴で轟準な越

えるものt/2爆iF機務だけであるぅ

東|'本人腱災以降、災害に対するlk機の意識

が変化し、費書lllの停鼈や電力不足に儘え、太

陽光発電システ′、ゃ家庭澪1書電池等への爾心が

高ま′,てお|.今後、 機 家庭にも普及するこ
とが予態さオたる.

事事爾のように点織を実鑢していても火災が

発14していることから、薔電池を難鐘している

事驚麟:=鞍 らず、一畿家庭においても、経11壺

lllによる火災な陸l‐ついて」(難し、類似火災酢

正を辮る必要がある。
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薔電池鮫籠の構R



|

事 務 局 だ よ り

◎組合諸行事の予定 (別途ご案内の通り)

● 12月 20日 (木)志年ボウリング大会・懇親会
午後 6時 00分～ 9時 00分
於 :BIG BOX 高田馬場&「竹取酒物語」高田馬場駅前店

● 1月 17日 (木)新年賀詞交歓会
午後 3時 00分～ 5時 00分
於 :東京ガーデンパレス

◎共済制度について

●消防設備保守・点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店 。株式会社サンリビング)と提携
しています。請負業者賠償責任保険・生産物 (完成工事)賠償責任保険・
受託者賠償責任保険がセットになった総合型の保険です。

<同封案内別紙参照 >

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

● 団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。、    .

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、

ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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平成 24年 12月  日

組 合 員 各 位

拝啓

平素より当組合事業にご協力賜り誠に有難う御座います。

さて、年末年始の業務は下記の日程になります。

何かとご不便をおかけしますが、宜しくお願い申し上げます。

謹  白

年末 12月 29日 (土)より～
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